
















































































































６．研 究 結 果
　調査対象者は68人であり、全員が女性であった。
平均年齢は35歳である。調査対象者68人のうち42
人は日本人の夫がいる。また、現在配偶者がいな
い人も、在留資格取得の関係上、日本人と結婚し
ていた可能性が極めて高い。学歴では大学・短期
大学に進学した者は44人であり、全調査対象者の
うち約65%にあたる。また68人中62人が在日歴１
年以上である。
　入所型施設で働く人が51人と最も多い。しかし、
入所型施設といっても有料老人ホームのように平
均要介護度が低い施設で働く人が多く、特別養護
老人ホームと老人保健施設で働く人は少ない。ま
たデイサービスで働く人も多い。就労期間は、就
労１年未満の人が大半で、全68名中60名である、
勤務時間帯は日勤を担当する人が多く、夜勤を担
当している人は６人であった。介護記録等の執筆
は68人中54人が業務に含まれており、54人中40人
が介護記録を書いていた。しかし独力で記録を完
成している人はわずか２人であった。
　日本語に起因する困難については、68人中55人
が困難を経験したことがあると答えた。困難の経
験はないと答えた13人についても、10人は困難を
経験した事例を述べている。
　介護用語の理解では、10個の単語（麻痺、ADL、
おむつ、排泄、虐待、認知症、便秘、じょくそ
う、失禁、徘徊）を声に出して読み上げ、理解度
を３段階（１．ある程度意味が理解できている ２．
聞いたことはあるが意味はわからない ３．聞い
たこともなく意味もわからない）に分けて測定
した。具体的な事物を指す単語である「おむつ」
と「じょくそう」は、全員がある程度意味を理解
していた。しかし「徘徊」を理解していたのは68
人中８人であり、「ADL」は７人である。「虐待」
を理解していたのはわずか５人である。また単語
の理解度と勤続期間の間に明確な相関関係をみる
ことができなかった。
７．考察
　本研究の調査対象者の大半は高学歴で在日歴が
長く、日本人の配偶者と暮らした経験があるた
め、日本語の習得では恵まれた環境にあったとい
えよう。大半の調査対象者は高学歴であり、生活
言語を習得するのに十分な期間を日本で過ごして
いる。聞き取り調査自体も、大半の調査は日本語
で特に支障なく行われた。しかし、十分な日常生
活言語を習得していても、介護記録の執筆は極め
て難しいことを、この調査結果は端的に示してい
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ると思われる。また、言葉で困るといっても「指
示や申し送りが一回では理解できない場合、何度
も確認する」方法で日常業務はなんとか遂行でき
ている。しかし、コミュニケーションが円滑にす
すまないせいで、ちょっとした事故を誘発してい
る。特に非常時の対応では問題が起きている。外
国人にとっては「とりあえず現場をまわすことが
できる」のと「安全なケア・質の良いケアをおこ
なう」間に大きなギャップがある。
　そして単語テストの結果から、勤続期間に比
例して介護の知識が増えていないことがわかる。
従って、外国人介護職員に受け入れにおいては、
施設就労後における具体的な支援策がないと、受
け入れた外国人介護職員が日本人職員と同等の水
準まで到達することは難しいと思われる。（本研
究は文部科学省科学研究費補助金「外国人介護職
の受入れに関する研究（平20 ～ 22年）」（研究代
表者：植村英晴）の一部である）
在日フィリピン人の介護キャリア形成への
挑戦
ピーエムシー株式会社 代表取締役　谷　　　晴　夫
１．はじめに
　ピーエムシー株式会社は、「新潟県の介護の社
会に新しい介護人材の息吹を入れ、新潟県の介護
社会に貢献する」ことをミッションとして、2007
年１月から在日フィリピン人の介護職支援活動を
開始し、現在は新潟県内５市１町での活動中であ
る。今後2012年度までに、新潟県全域での活動を
目指している。本研究では、具体的な行動計画、
実際の活動した上での理想と現実の乖離、そして
乖離を踏まえた上での改善点について報告する。
２．活動の目標
　第１段階（2008年～ 2012年）では、新潟県内
に在住する在日フィリピン人2100名のうち5％
（100人）の掘り起こしを行う。その過程で在日フィ
リピン人50人の介護人材派遣教育ネットワークを
つくり、外国人介護人材育成プログラムの確立す
る。
３．具体的な活動計画
＜従来の在日フィリピン人介護職員養成＞ 
ヘルパー２級養成　→　派遣
　　　→　単純作業的な介護労働

＜ピーエムシー株式会社＞
在日フィリピン人に特化したヘルパー２級養成　
　　　→　派遣　
　　　→　就労＋継続的・長期的なキャリア形成
３－１　 在日フィリピン人に特化したヘルパー２
級養成
　まず、すべての日程に弊社の担当者が参加する
ことである。このヘルパー教育３ヶ月の間を通し
て、担当者は一人一人の性格や家庭環境を知るこ
